
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VILD AUTISM JAPAN 

【日 程】令和７年 ７月 13 日（日） 受付 9:00～ 開会 9:30 閉会 15:30 

【会 場】石川県地場産業振興センター 本館 大ホール ＋α 

【参加費】能登エリアの方は「無料」 その他はメインチラシまたは QR コード参照 → 

★珠洲市、輪島市、能登町、穴水町、七尾市、志賀町、中能登町、羽咋市、宝達志水町にお住まいの方を 

能登エリア対象と位置付けます（※ただし、その他の市町で大きな被害に遭われたエリアにお住いの方も無料とします）。 

いしかわ TEACCH プログラム研究会 
× 

能登復興チャリティー企画 in ISHIKAWA 詳細補足情報 

09:45～ 基調講演   講師：         氏（児童精神科医） 

    「自閉症支援のこれまでとこれから ～明るい日本の未来を目指して～」 

11:30～ ランチョン／実践報告            ★昼食を食べながらの聴講が可能となっております 

報告者：笠合 竜明（相談支援専門員）× A くん ＋ ご両親 

「お金の療育を A くん・ご家族と振り返る ～興味工夫から実践した 6 年間の成長軌跡～」 

特別支援学校の小学 1～6 年の間に実践したお金の理解や支払いに対しての取り組みを紹介します。どこまで理解しているか、 

まずはアセスメント。単なる学習では面白くなく集中が続きません。本人の興味や強みを生かした具体的ツールや教材を作成 

し、楽しみながら学び、意欲的に取り組む機会を引き出します。そしていよいよ地域で実践。その成長過程をお伝えします。 

当日は、現在高校 2 年生になった A くんとご家族も来場され登壇します。当時の画像を観ながら一緒に振り返っていきます。 

13:00～ 分科会①／実践報告 【幼児期～学齢期】 

報告者：今村 三奈子（保育士） 

「幼児期の支援『はじめのいっぽ、を踏み出すために』～インクルーシブ保育の現場から～」 

幼児期の支援で大切にしている事の一つでとても重要だと考えているのは『安心』です。実際、1 人のお子さんの支援をスタ 

ートしていく時には、実は様々な所で様々な人にその支援の必要性を伝えたり環境を細かく整えています。不安でいっぱいの 

お子さんや期待と不安で揺れ動かれている保護者の方にもまずは『安心出来る場所・人』である事を伝えていく事も大切だと 

考えています。今回は、その入り口の部分の細かい部分をお伝えし、そこから見えてくる様々な支援、期待されるその後を皆 

さんと共有し、様々な幼児期の現場で活用して頂けたら幸いです。 

 

報告者：石黒 繭子（社会福祉士／保育士／株式会社ククリテ 取締役） 

「家族支援でつむぐ成長ストーリー ～12 年の伴走支援の足あと～」 

幼児期・学齢期は将来の自立を見据えて、ライフステージに応じて取り組むべき内容があります。それは本人のみならず、 

家族が取り組むことも含まれますし、きょうだい児のニーズにも応じる必要もあります。だから、成長著しいこの時期は家族 

全体への支援が重要になります。今回は、小学校 1 年生から支援をスタートした現在 19 歳の本人ときょうだい、家族への支 

援の軌跡を辿り、幼児期・学齢期の関わりが数年後に花開いていく実践をご紹介します。 

 

報告者：下田 祐輝（言語聴覚士） 

「人と人とのつながりを育む 親子療育へのこだわり」 

TEACCH プログラムには、子どもの保護者と支援者が手を結び、共同療育者として、子どもの育ちを支えていくと言う信念 

があります。昨今、子どもを取り巻く子育ての環境が変化していく中、児童福祉制度の充実も、図られ、多種多様な発達支援 

サービスが展開されている現状があります。このような中、育ちにくさのある子どもと、育てにくさを感じながら子育てに向 

かう保護者をどう支えていくべきか、私たちは常に悩み・考え・思いを馳せています。今回は、幼児期（未就学児）の日々の 

療育活動に取り組んでいる現状を報告させていただき、皆さんからの気づきを教えていただける機会になればと思います。 

【スケジュール】 

内山 登紀夫 

よこはま発達グループ CEO 

福島学院大学 大学院 教授 

日本自閉症協会 副会長 

TEACCH プログラム研究会 会長 

              etc 

オンデマンド無し 

申し込み･詳細 
（随時更新） 



 

 

いしかわ TEACCH プログラム研究会 × VILD AUTISM JAPAN 

 分科会②／実践報告 【成人期～高齢期】 

報告者：高橋 亜希子（株式会社エンカレッジ 取締役） 

「大学から社会への移行」 

発達特性のある大学生への支援について、この 10 年で広がりまた深まってきています。 

高校まではある程度レールがある中で進路の選択をしていきますが、大学を選び、大学での学習のしくみに適応していくこと 

につまづきを感じるケースは少なくありません。また、その先の就活や就職についてもハードルがあります。 

とはいえ、自分らしい進路の選択や就職を踏まえて社会参加していくためにはどんな支援が必要になるのか。 

事例を交えて紹介し、みなさんとともに必要な支援を共有したいと思います。 

      

報告者：縄岡 好晴（明星大学准教授） 

「明日から役立つ就労相談の気づき ～発達障害のある方との実践からともに考える関係づくり～」 

本話題提供では、2024年度に実施した就労相談の実践分析をもとに、発達障害のある方とのやりとりの中で気づかせていた 

だいた、関係づくりのヒントについてご紹介します。障害者職業総合センター研究部との共同研究として、過去の多数の相談 

事例を整理し、現場でのつまずきや行き違いに丁寧に向き合いながら見えてきた支援の工夫をまとめました。明日からの支援 

現場で活かせる視点や関わり方のコツを共有し、より良い相談支援のあり方をともに考える機会にしたいと思います。 

 

報告者：草原 比呂志（長崎国際大学大学院） 

「ASD の方の尊厳のある高齢期を迎えるにあたって」 

ASD のある方々が高齢期を迎える中で、制度移行に伴う支援の空白や特性に合わないケアが課題となっています。65 歳以降 

の制度上の移行困難に加え、ASD 当事者が最期まで尊厳ある人生を送るために必要な環境整備や支援者のネットワークの必要 

性も含めて意思決定支援、ターミナルケアの在り方について事例を通して考えていきます。また、本人の理解特性を踏まえた 

丁寧な支援を通じ、私たちはどのような事を考えながら、真に尊厳を保障する高齢期支援の方向性を共有したいです。 

 

 リレートーク  【オーディエンス参加型】（出入り自由） 

○専門職メンバー 

山田 恵太（弁護士） 

宇野 洋太（児童精神科医） 

佐々木 康栄（臨床心理士／公認心理師／精神保健福祉士） 

○実践報告後に合流メンバー（適時 VILD メンバーが集結！） 

高橋 亜希子  今村 三奈子  石黒 繭子 ＋α 

    参加者からの質問等に VILD メンバー（専門職・実践家）がお応えしながら進行していく交流型リレートークです。 

是非、直接会場にお越しいただき、ここでしか味わえない臨場感と素敵な時間・学びを共有しましょう！ 

適 時  展示コーナー 【特別企画】※お昼や休憩時間に開設しております（内容は変更する場合があります） 

○いしかわ TEACCH プログラム研究会による「支援ツール・教材」の展示 

○石川県内の当事者アート作品の展示 

○書籍（VILD メンバーの著書もラインナップ） 

オンデマンド無し 

VILD 誕生経緯 


